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編

集

後

記

第
八
十
七
輯
を
お
届
け
す
る
。
前
輯
の
遅
れ
を
些
か
と
り
戻
し
た
か
と

思
っ
て
い
る
。

今
年
度
初
め
に
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
比
較
文
学
専
門
分
野
の
初

の
助
手
と
し
て
、
鈴
木
暁
世
助
手
が
着
任
さ
れ
た
。
比
較
文
学
だ
け
で
は
な

く
国
語
学

・
中
国
文
学
の
分
野
も
担
当
し
て
貰
っ
て
い
る
。
そ
の
鈴
木
助
手

の
論
文
の
他
、
卒
業
生
で
あ
る
会
員
や
大
学
院
生
等
の
論
文
を
五
篇
掲
載
し

た
。
い
ず
れ
も
、
着
実
で
意
欲
的
な
論
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

国
立
大
学
が
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
国
立
大
学
法
人
に
な
り
、
そ
れ
以
降
も

さ
ら
に
忙
し
い
日
々
が
続
い
て
い
る
。
大
阪
大
学
と
大
阪
外
国
語
大
学
と
の

統
合
が
、
次
に
控
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
変
動
の
中
に
お
い
て
も
、
必
要
な

の
は
地
道
な
研
究
で
あ
る
と
思
う
。

一
月
の
国
語
国
文
学
会
で
は
、
伊
井
春
樹
教
授
の
後
任
と
し
て
、
や
は
り

今
年
度
初
め
に
着
任
さ
れ
た
、
中
古
文
学
の
加
藤
洋
介
助
教
授
が
講
演
さ
れ

る
。
会
員
の
方
の
講
演
も
あ
る
。
年
々
歳
々
人
は
変
わ
っ
て
行
く
が
、
変
わ

ら
ず
ま
た
多
く
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
（蜂
矢
）
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９
０
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